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「
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
仕
事
と
職
場
」

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
色
々
な
意
見
が
あ
り
、

様
々
な
調
査
結
果
等
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

こ
の
課
題
を
紐
解
く
た
め
に
最
近
の
理
論
的

研
究
を
整
理
し
、
ま
た
、
関
連
す
る
統
計
デ

ー
タ
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

　
理
論
、
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら

「
職
務
満
足（job satisfaction

）」
と
し
て

研
究
さ
れ
て
き
た
。
職
務
満
足
は
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
分
野
に
お
い
て
、
も
っ
と
も
数
多
く

行
わ
れ
た
研
究
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

調
査
に
関
し
て
は
、
以
前
の
呼
び
方
と
し
て

は
モ
ラ
ー
ル
サ
ー
ベ
イ
、
最
近
は
従
業
員
意

見
調
査
、
社
員
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
と

呼
ば
れ
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
調
査
は
社
内
の
も
の
で

あ
り
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
当
機
構
の
同
様
の
調
査
か
ら
、
魅

力
あ
る
仕
事
や
職
場
、
若
年
の
現
状
を
見
て

い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
調
査
手
法（「
Ｈ
Ｒ

Ｍ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」）は
当
機
構
で
開
発
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
に
一
万
名
近
い
従
業
員
に
実

施
さ
れ
て
い
る
。 

　
職
務
満
足
や
モ
ラ
ー
ル
サ
ー
ベ
イ
は
多
く

の
場
合
、
動
機
づ
け
や
職
場
の
活
性
化
等
と

併
せ
て
研
究
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
企
業

や
職
場
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
み
て

い
く
こ
と
に
す
る
。 

 

１
．組
織
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る 

　 

仕
事
の
理
論
モ
デ
ル 

 
（
１
）
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
、
ハ
ー
ズ
バ
ー
グ

の
理
論
、
ア
ル
ダ
フ
ァ
の
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理

論 

　
魅
力
あ
る
仕
事
、
魅
力
あ
る
職
場
を
考
え

る
際
、
最
初
に
取
り
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
が
マ
ズ
ロ
ー
以
来
の
欲
求
理
論
で
あ
る
。

従
業
員
の
欲
求
に
答
え
ら
れ
る
の
が
魅
力
あ

る
仕
事
、
魅
力
あ
る
職
場
で
あ
り
、
職
務
満

足
の
研
究
に
お
い
て
も
中
心
的
な
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。 

　
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
は
「
生
理
的
な
欲
求
」

だ
け
で
は
な
く
、
「
自
己
実
現
」
の
よ
う
な

高
次
の
欲
求
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
ま
た
、
ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
「
動
機
づ

け
―
衛
生
理
論
」
も
よ
く
知
ら
れ
た
考
え
方

で
あ
る
。
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
も
ハ
ー
ズ
バ
ー

グ
の
理
論
も
広
く
普
及
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
教
科
書
等
で
は
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
理
論
を
デ
ー
タ
に
よ

っ
て
実
証
し
よ
う
と
す
る
と
、
な
か
な
か
難

し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
、

ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
の
理
論
を
実
証
す
る
よ
う
な

調
査
結
果
が
中
々
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
中
、
こ
れ
ら
の
理
論
を
再
検
討
し
、

再
構
築
し
た
の
が
ア
ル
ダ
フ
ァ
の
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理

論
で
あ
る（
図
表
１
参
照
）。
ア
ル
ダ
フ
ァ
の

理
論
で
は
、
人
間
の
基
本
的
な
欲
求
を
Ｅ（Ex-

istence

生
存
）、
Ｒ（R

elation

人
間
関
係
）、

Ｇ（G
row

th

成
長
）に
大
き
く
三
区
分
し
て

い
る
。 

　
生
存
と
は
文
字
通
り
生
存
す
る
た
め
の
欲

求
で
あ
る
が
、
給
与
、
雇
用
、
安
全
な
職
場

環
境
等
が
含
ま
れ
る
。
関
係
と
は
同
僚
、
友

人
、
家
族
等
と
の
人
間
関
係
の
欲
求
で
あ
る
。

成
長
と
は
マ
ズ
ロ
ー
の
自
己
実
現
も
含
ま
れ

る
が
、
自
ら
の
能
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い

と
い
う
欲
求
で
あ
る
。
こ
の
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理
論
は

そ
の
後
の
様
々
な
研
究
や
実
践
に
よ
っ
て
も

支
持
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
Ｅ
、
Ｒ
、
Ｇ
は

調
査
デ
ー
タ
の
因
子
分
析
等
で
も
し
ば
し
ば

抽
出
さ
れ
る
、
強
固（robust

）で
安
定
し
た

因
子
で
あ
る
。 

　
以
上
の
よ
う
な
理
論
的
研
究
の
経
緯
ま
た

デ
ー
タ
の
裏
付
け
等
か
ら
、
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理
論
を

整
理
の
枠
組
み
と
す
る
の
が
良
い
と
い
え
る
。 

  

（
２
）
米
国
労
働
省
の
高
業
績
組
織
へ
の
　

指
針 

　
魅
力
あ
る
仕
事
、
魅
力
あ
る
職
業
を
考
え

る
理
論
的
な
枠
組
み
と
し
て
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理

論
を
中
心
と
し
て
考
え
て
い
け
ば
よ
い
と
し

て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良

い
の
で
ろ
う
か
。
こ
の
回
答
と
も
言
え
る
指

針
が
米
国
労
働
省
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は R

oad to H
igh-Perform

ance W
ork-

places

（「
高
業
績
組
織
へ
の
道
」）と
題
し
た

冊
子
で
あ
り
、
現
在
の
経
営
環
境
下
に
お
い

て
、
従
業
員
の
満
足
感
を
高
め
、
高
業
績
の

組
織
と
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か
、
そ
の
方
向
と
具
体
策
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
冊
子
は
数
多
く
の
高
業
績
企

業
の
実
例
を
も
と
に
、
経
営
者
や
人
事
担
当

者
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
そ
し
て
チ
ェ

ク
リ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
囲

み
記
事
に
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
詳
し
い

抄
訳
を
当
機
構
の
報
告
書
に
も
掲
載
し
て
い 
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米国労働省の高業績組織チェックリスト 
 （Road to high-performance work place, 1994)

Ⅰ．技能と情報 
①教育訓練費と能力開発の為の投資額は、人件費内での比率が

競合他社より高いか？②継続的な学習を支援するプログラム（

配置転換、部門横断的なグループ学習等）があるか？③従業員

全員に、経営の状況、財務的な目標、組織の業績に関する情報

を行き渡らせているか？ 

Ⅱ．参画、組織、パートナーシップ 
①従業員は継続的に仕事のプロセスを改善し、職務の見直しを

積極的に行っているか？　②従業員は品質、生産性、安全、そ

の他の問題を解決するために、仕事のプロセスを容易に変更で

きるか？　③従業員の多くが、十分自主性のあるワークチーム

に参加しているか？　④従来、管理職層だけが決定していた、

新技術、品質、安全等に関わる事柄について、従業員やその代

表が決定に参画しているか？  

Ⅲ．報酬、雇用の保障、仕事環境 
①インセンティブ・システムとして、従業員に報いる方法が組

み込まれているか？　②従業員の解雇を防止、または最低限に

抑えるための包括的な雇用戦略や方針があるか？　③従業員の

提案により生産性が向上しても、それが人員削減に結びつかな

いことが明文化されているか？　④有能な従業員を引きつけ、

留めているか? 年間の退職率はどのくらいか？　⑤健康や安全

に関する方針やプログラムの企画、実施に関して、従業員を積

極的に関与させているか？　⑥フレックスタイム制度や子供の

保育、介護など、従業員の家庭生活を支援しているか？ 

Business Labor Trend  2004.2

る
が（
調
査
研
究
報
告
書
№
１
６
１
）、
大
き

く
分
け
る
と
、「
Ⅰ
．技
能
と
情
報
」、「
Ⅱ
．

参
画
、
組
織
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、「
Ⅲ
．

報
酬
、
雇
用
の
保
障
、
仕
事
環
境
」
の
三
つ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
は
Ｅ
Ｒ

Ｇ
理
論
の
Ｇ（
成
長
）、
Ｒ（
関
係
）、
Ｅ（
生
存
）

に
対
応
し
、
企
業
や
職
場
で
こ
の
理
論
を
実

践
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
良
い
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
３
）
ハ
イ
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
Ｑ
Ｗ
Ｌ 

　
米
国
労
働
省
の
指
針
は
実
用
的
か
つ
簡
潔

に
ま
と
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
が
、

こ
の
背
景
と
な
る
研
究
は
ロ
ー
ラ
ー
（E. E. 

L
aw

ler, III

）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ラ
ー
は
組
織
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究

者
と
し
て
若
い
と
き
か
ら
著
名
な
学
者
で
あ

る
が
、
最
近
の
報
告
書
の
な
か
で
、
高
業
績

組
織
の
鍵
は
従
業
員
の
参
画
、
特
に
事
業
に

従
業
員
を
巻
き
込
む
施
策
の
展
開
（Em

plo-
yee Involvem

ent Practices

）
で
あ
る
と
し

て
い
る（Law

ler, E. E. III. et al. 1995

）。
具

体
的
に
は
、
経
営
参
加
を
会
社
の
理
念
と
し
、

社
員
に
よ
る
各
種
委
員
会
等
に
よ
っ
て
経
営

戦
略
や
人
事
も
決
め
ら
れ
る
、
経
営
ト
ッ
プ

は
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
が
、
管
理
は
支
援
的
、

コ
ー
チ
的
な
も
の
と
な
る
、
権
限
委
譲
を
進

め
、
可
能
な
限
り
社
内
の
情
報
は
従
業
員
に

公
開
す
る
、
必
要
な
能
力
開
発
の
機
会
は
十

分
に
提
供
さ
れ
る
、
等
々
と
な
る
。 

　
こ
の
報
告
書
は
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
チ
ュ

ン（Fortune

）
一
〇
〇
〇
社
を
対
象
に
一
九

八
七
年
か
ら
三
年
お
き
に
実
施
さ
れ
た
調
査

結
果
を
も
と
に
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
施

策
を
導
入
し
た
企
業
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
な

面
、
売
上
利
益
率
や
投
資
利
益
率
、
株
主
資

本
利
益
率
な
ど
に
お
い
て
も
良
い
業
績
を
あ

げ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

　
も
っ
と
も
、
同
様
の
考
え
方
は
古
く
か
ら

あ
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
Ｑ
Ｗ
Ｌ
で
あ

る
。
Ｑ
Ｗ
Ｌ
と
は Q
uality of W

ork Life

あ

る
い
はQ

uality of W
orking Life

で
あ
り
、

直
訳
す
れ
ば
「
労
働
生
活
の
質
」
で
あ
る
が
、

そ
の
意
味
か
ら
「
労
働
生
活
の
質
的
向
上
」

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。R

ichard 
E
. 

W
alton 

は
Ｑ
Ｗ
Ｌ
を
以
下
の
八
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
に
分
類
し
て
い
る
（
ウ
ォ
ル
ト
ン
の
Ｑ

Ｗ
Ｌ
基
準
）。
①
十
分
に
し
て
公
正
な
報
酬
、

②
安
全
で
健
康
的
な
仕
事
環
境
、
③
能
力
を

開
発
す
る
職
務
、
④
将
来
に
わ
た
る
成
長
と

雇
用
・
所
得
の
安
定
、
⑤
人
間
と
し
て
の
尊

厳
が
得
ら
れ
、
偏
見
や
疎
外
感
が
な
く
、
昇

進
の
可
能
性
が
あ
る
職
場
、
⑥
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
、
不
同
意
の
権
利
、
公
正

な
手
続
き
等
の
従
業
員
の
権

利
、
⑦
個
人
の
余
暇
と
家
庭

生
活
へ
の
侵
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
、
⑧
社
会
へ
の
責

任
に
基
づ
い
た
企
業
行
動
。 

　
Ｑ
Ｗ
Ｌ
が
脚
光
を
浴
び
た

当
時
の
背
景
と
し
て
は
、
ベ

ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
等
の
非
人

間
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
は
す
で
に
従
業

員
の
成
長
、
人
間
関
係
、
職

場
環
境
へ
の
配
慮
が
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
考

え
方
が
米
国
労
働
省
「
高
業

績
組
織
へ
の
道
」
に
受
け
継

が
れ
、
そ
の
理
論
的
背
景
と

し
て
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理
論
が
あ
る
と

い
え
る
。 

  

２
．デ
ー
タ
に
見
る
魅
力
あ
る
仕
事 

 

　
次
に
、
当
機
構
で
デ
ー
タ
の
収
集
を
続
け

て
い
る
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
一
部
を

紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
は
数
年
前
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
て
お
り
、

現
在
ま
で
に
約
百
社
、
約
一
万
名
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
以
下
で
は
五

六
社
、
八
九
二
一
名
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
そ

の
結
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

　
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
仕
事
や
職

場
の
状
況
、
職
場
の
人
間
関
係
、
職
務
満
足
、

ス
ト
レ
ス
等
、
様
々
な
項
目
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
仕
事
の
や
り
が
い
に
関
す
る
項
目
と

し
て
、
達
成
、
成
長
、
自
律
性
、
参
画
、
意

義
、
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
を
、
そ

し
て
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
項
目
と
し
て
、
抑

う
つ
気
分
、
不
安
、
怒
り
、
身
体
反
応
、
そ

し
て
高
揚
感
を
見
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
項
目

は
数
問
の
設
問
の
合
成
得
点
あ
り
、
達
成
と

は
仕
事
に
達
成
感
が
あ
る
か
、
成
長
と
は
仕

事
を
し
て
い
て
自
分
が
成
長
し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
か
、
自
律
性
と
は
自
分
の
仕
事
を

自
律
的
に
進
め
ら
れ
る
か
、
参
画
と
は
会
社

や
職
場
の
方
針
決
定
等
に
参
画
し
て
い
る
と

い
う
実
感
が
あ
る
か
、
意
義
と
は
自
分
の
仕

事
に
意
義
が
感
じ
ら
れ
る
か
、
等
を
み
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
で
あ

れ
ば
魅
力
あ
る
仕
事
で
あ
り
、
ま
た
動
機
づ

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
結
果
的
に
職
場
も
活

性
化
さ
れ
る
と
い
え
る
。
抑
う
つ
気
分
、
不

安
、
怒
り
、
身
体
反
応
（
体
が
だ
る
い
、
眠

れ
な
い
等
）
は
ス
ト
レ
ス
反
応
で
あ
り
、
ス

ト
レ
ス
が
高
い
状
況
で
表
明
さ
れ
る
複
数
の

言
語
表
現
の
合
成
得
点
と
な
っ
て
い
る
。 

　
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
と
は
、
現

在
の
仕
事
に
熱
中
、
没
頭
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
米
国
等
で
も
幅
広
く
研
究
さ
れ
て
い
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達成　　　　　　　　　　　　　20歳台＜30歳台＜40歳台 

成長　　　　　　　　　　　　　20歳台＝30歳台＝40歳台 

自律性　　　　　　　　　　　　20歳台＜30歳台＜40歳台 

参画　　　　　　　　　　　　　20歳台＜30歳台＜40歳台 

意義　　　　　　　　　　　　　20歳台＜30歳台＜40歳台 

ジョブ・インボルブメント　　　20歳台＜30歳台＜40歳台 

高揚感　　　　　　　　　　　　30歳台＜20歳台＝40歳台 

抑うつ気分　　　　　　　　　　20歳台＞30歳台＞40歳台 

不安　　　　　　　　　　　　　20歳台＞30歳台＞40歳台 

怒り　　　　　　　　　　　　　20歳台＞30歳台＞40歳台 

身体反応　　　　　　　　　　　20歳台＞30歳台＞40歳台 

図表２　年齢段階による比較 
－　　　　　　　　　　　＋ 

注）多重比較で有意な差の見られたところは不等号、有意でないところ
は等号とした。すべての項目が要因としては有意であった（一要因
分散分析）。20歳台には数は少ないが20歳未満も含まれる、40歳台
には50歳以上も含まれる。 

達成　　　　　　　　　　事務＜現業＜技術＜営業＜専門 

成長　　　　　　　　　　事務＜現業＜技術＜営業＜専門 

自律性　　　　　　　　　現業＜技術＜事務＜専門＜営業 

参画　　　　　　　　　　現業＜事務＜技術＜営業＜専門 

意義　　　　　　　　　　事務＜現業＜技術＜営業＜専門 

ジョブ・インボルブメント 　事務＜技術＜現業＜専門＜営業 

高揚感　　　　　　　　　事務＜現業＜技術＜専門＜営業 

抑鬱気分　　　　　　　　営業＞現業＞事務＞専門＞技術 

不安　　　　　　　　　　営業＞現業＞専門＞事務＞技術 

怒り　　　　　　　　　　現業＞営業＞事務＞技術＞専門 

身体反応　　　　　　　　現業＞技術＞営業＞専門＞事務 

図表３　職種による比較 
－　　　　　　　　　　　　　　＋ 

注）すべての項目において、全体しては統計的に有意であったが、職種
間の多重比較では有意でないものもあった。ここではすべて数値の
大小によって並べている。 
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る
。
高
揚
感
は
ス
ト
レ
ス
反
応
の
逆
転
項
目

と
も
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
気
分
が
高
揚
し

た
状
況
で
の
言
語
表
現
を
合
成
し
た
得
点
と

な
っ
て
い
る
。 

　
こ
こ
で
み
る
項
目
は
Ｅ
Ｒ
Ｇ
理
論
で
い
え

ば
、
Ｇ
の
成
長
に
関
係
す
る
部
分
と
、
ス
ト

レ
ス
反
応
と
い
う
限
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る

が
、
Ｅ
（
生
存
）
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
項
目
、

こ
の
他
の
デ
ー
タ
分
析
結
果
等
、
詳
細
は
前

掲
の
報
告
書
に
掲
載
し
て
い
る
（
調
査
研
究

報
告
書 

№
１
６
１
）。 

　
最
初
に
、
年
齢
に
よ
っ
て
仕
事
や
ス
ト
レ

ス
の
状
況
を
み
た
も
の
が
図
表
２
で
あ
る
。

以
下
、
図
表
で
は
、
仕
事
に
達
成
感
が
あ
る

等
、
プ
ラ
ス
の
も
の
を
右
に
し
、
ス
ト
レ
ス

は
ス
ト
レ
ス
が
無
い
方
を
右
に
し
て
お
り
、

全
体
と
し
て
右
に
行
く
ほ
ど
良
い
状
況
の
も

の
と
な
っ
て
い
る
。 

 

仕
事
の
各
側
面
の
達
成
、
自
律
性
、
参
画

、

意
義
に
お
い
て
、
年
齢
が
高
い
ほ
ど
数
値
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
唯
一
、
成
長
で
は
年
齢

間
の
差
が
な
い
が
、
若
い
ほ
ど
学
ぶ
こ
と
が

多
い
の
は
当
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
若
年
の
値

が
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
も
よ
い
と
考
え
ら

れ
る
。 

　
抑
う
つ
気
分
以
下
の
ス
ト
レ
ス
反
応
に
つ

い
て
は
、
逆
に
す
べ
て
若
年
ほ
ど
値
が
高
い

と
い
う
結
果
で
あ
り
、
年
齢
に
関
し
て
ま
と

め
る
と
、
若
年
は
仕
事
の
面
で
は
や
り
が
い

が
な
く
、
仕
事
に
も
没
頭
で
き
て
い
な
い
、

そ
し
て
ス
ト
レ
ス
は
高
い
と
い
う
結
果
で
あ

る
。 

　
職
種
に
よ
る
違
い
を
み
る
と（
図
表
３
）、

仕
事
の
面
で
は
営
業
あ
る
い
は
専
門
が
達
成
、

成
長
、
自
律
性
、
参
画
、
意
義
で
高
い
得
点

と
な
っ
て
お
り
、
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ

ン
ト
、
高
揚
感
も
高
い
。
逆
に
事
務
と
現
業

が
仕
事
の
や
り
が
い
、
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
ボ
ル

ブ
メ
ン
ト
、
高
揚
感
等
が
低
い
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。
ス
ト
レ
ス
反
応
で
は
営
業
、
現

業
等
が
高
く
、
技
術
、
専
門
等
が
低
い
と
い

う
結
果
で
あ
る
。 

 

３
．ま
と
め 

―
魅
力
あ
る
仕
事
、職
場
と
は
― 

 

　
約
一
万
名
に
実
施
さ
れ
た
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、
や
り
が
い
が
あ
り

ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
仕
事
が
良
い
仕
事
で
あ

る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
専
門
職
の
仕
事
で
あ

る
と
い
え
る
。
営
業
職
は
求
人
が
多
い
割
に

若
年
か
ら
は
敬
遠
さ
れ
る
職
業
で
あ
る
が
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
で
は
、
専
門
職
と

並
ん
で
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト

や
高
揚
感
も
、
専
門
職
と
並
ん
で
高
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
営
業
職
は
ス
ト
レ
ス
も
高
い

こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
若
年
の
就

職
で
希
望
者
が
多
い
事
務
職
は
仕
事
の
や
り

が
い
と
い
う
面
で
は
、
現
業
職
と
並
ん
で
低

い
こ
と
が
分
か
る
。
ジ
ョ
ブ
・
イ
ン
ボ
ル
ブ

メ
ン
ト
や
高
揚
感
も
低
い
。 

　
年
齢
間
の
比
較
も
非
常
に
興
味
深
い
結
果

で
あ
る
。
年
齢
が
高
ま
る
ほ
ど
、
仕
事
は
や

り
が
い
が
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
は
低
下
す
る
と

い
う
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

結
果
と
な
る
理
由
は
色
々
考
え
ら
れ
る
。
日

本
の
社
会
で
は
長
く
勤
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

責
任
の
あ
る
面
白
い
仕
事
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
、
あ
る
い
は
、
社
内
の
異
動
や
転

職
に
よ
り
、
自
分
の
し
た
い
仕
事
に
徐
々
に

近
づ
い
て
い
る
、
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
関
し

て
は
歳
を
と
る
と
社
会
的
な
地
位
も
安
定
し
、

ス
ト
レ
ス
を
低
減
す
る
様
々
な
手
段
も
使
え

る
よ
う
に
な
る
、
等
々
、
で
あ
る
。 

　
魅
力
あ
る
仕
事
、
魅
力
あ
る
職
場
と
は
、

理
論
的
な
整
理
の
枠
組
み
と
し
て
は
ア
ル
ダ

フ
ァ
の
Ｅ
Ｒ
Ｇ
、
す
な
わ
ち
生
存
、
人
間
関

係
、
成
長
の
欲
求
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
経
営
者
、
人
事
担

当
者
と
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
具
体
化

す
れ
ば
よ
い
か
は
、
米
国
労
働
省
の
「
好
業

績
組
織
へ
の
道
」
や
ロ
ー
ラ
ー
の
ハ
イ
・
イ

ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
示
さ

れ
て
い
る
。 

　
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
か
ら
、

全
体
と
し
て
は
年
齢
が
高
ま
る
と
、
仕
事
は

や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な
り
、
ス
ト
レ
ス

は
低
下
す
る
。
若
年
者
の
現
状
は
、
仕
事
に

や
り
が
い
が
な
く
、
ス
ト
レ
ス
が
高
い
と
い

え
る
が
、
歳
を
と
る
と
そ
れ
ら
が
解
消
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

職
種
の
間
で
も
差
が
見
ら
れ
、
統
計
的
に

も
有
意
で
あ
る
が
、
各
職
種
の
平
均
値
の
差 
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増
え
る
若
年
層
の
労
働
時
間
 

 

二
〇
〇
三
年
版
労
働
経
済
の
分
析
（
労
働

経
済
白
書
）
は
、
社
会
の
変
化
と
働
き
方
の

多
様
化
に
伴
う
労
働
時
間
の
動
向
に
着
目
。

関
連
調
査
結
果
か
ら
、
若
年
層
従
業
員
の
労

働
時
間
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。 

 

総
務
省
統
計
局
の
「
労
働
力
調
査
」
で
非

農
林
業
雇
用
者
に
占
め
る
週
の
労
働
時
間
が

六
〇
時
間
を
超
え
る
者
の
割
合
を
年
齢
階
級

別
に
み
る
と
、
二
五
〜
三
四
歳
層
と
三
五
〜

四
四
歳
層
が
と
も
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
上
、

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
高
い
割
合
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
第
２
―
(5)
―
６
図
） 

 

ま
た
、（
財
）連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所

の「『
働
き
方
の
多
様
化
と
労
働
時
間
等
の
実

態
』
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
で
も
、

男
性
は
若
年
層
ほ
ど
平
均
的
な
週
労
働
時
間

が
長
い
。
月
当
た
り
の
残
業
時
間
も
二
〇
歳

台
、
三
〇
歳
台
の
四
人
に
一
人
が
一
カ
月
に

五
〇
時
間
を
超
え
る
残
業
を
し
て
い
る
な
ど
、

長
時
間
労
働
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
若
年
層
の
長
時
間
労
働
が

増
加
し
て
い
る
背
景
に
つ
い
て
、
白
書
は
、

企
業
の
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
人
員
削
減
を
挙
げ

て
い
る
。
日
本
労
働
研
究
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
）

が
二
〇
〇
二
年
に
発
表
し
た
「
企
業
再
構
築

と
雇
用
に
関
す
る
調
査（
企
業
調
査
）」
に
よ

る
と
、
人
員
削
減
に
伴

う
影
響
と
し
て
四
五
・

八
％
（
複
数
回
答
）
の

企
業
が
従
業
員
の
労
働

時
間
が
長
く
な
っ
た
と

回
答
。
「
企
業
の
人
事

戦
略
と
労
働
者
の
就
業

意
識
に
関
す
る
調
査
（
就

業
者
調
査
）」（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
、

二
〇
〇
三
年
）
で
は
、

非
典
型
労
働
者
の
活
用

に
よ
り
、
労
働
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
る
正
社

員
が
、
短
く
な
っ
て
い

る
正
社
員
を
上
回
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
白

書
は
、
こ
う
し
た
こ
と

も
長
時
間
労
働
の
要
因

の
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
い
る
。 
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松
本
真
作 

一
九
九
四
「
ワ
ー
ク
モ
テ
ィ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」、『
経
営
産
業
心
理
学
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
ィ
ブ
』

第
一
章
（
Ｐ
９
―
２
５
）、
誠
信
書
房 

 

松
本
真
作  

二
〇
〇
〇
「
Ｑ
Ｗ
Ｌ
」、『
事
典
・
労

働
の
世
界
』
Ｐ
４
０
１
―
４
０
５
、
日
本
労
働
研
究

機
構 

 

松
本
真
作 

二
〇
〇
一
「
組
織
、
職
場
、
仕
事
等

の
測
定
尺
度
に
関
す
る
研
究
の
現
状
―
モ
ラ
ー
ル
サ

ー
ベ
イ
の
そ
の
後
と
関
連
尺
度
―
」
『
日
本
労
働
研

究
雑
誌
』 

第
四
九
四
号
　
二
〇
〇
一
年
九
月 

 

日
本
労
働
研
究
機
構
　
二
〇
〇
三
　
調
査
研
究
報

告
書
№
１
６
１
『
組
織
の
診
断
と
活
性
化
の
た
め
の

基
盤
尺
度
の
研
究
開
発
―H

R
M

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
開
発
と
利
用
・
活
用
』
二
〇
〇
三
年
九
月 

 U
. S. D

epartm
ent of Labor 1994 R

oad to H
igh-

Perform
ance W

orkplaces: A
 G

uide to B
etter Jobs 

and B
etter B

usiness R
esults. 

    

松
本
真
作
（
ま
つ
も
と
・
し
ん
さ
く
） 

　
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
　
主
任
研
究

員
、
助
教
授
。
大
学
院
か
ら
当
機
構
の
前
身

の
雇
用
職
業
総
合
研
究
所
へ
。
一
九
九
二
か

ら
一
九
九
三
年
、
米
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学

経
営
学
部
客
員
研
究
員
。
専
門
は
産
業
組
織

行
動
、
研
究
開
発
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
。
担
当
し
た
最
近
の
報
告
書

に
『
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
研
究

―
対
策
事
例
・
欧
米
の
状
況
・
文
献
レ
ビ
ュ

ー
・
調
査
結
果
―
』
、
『
人
材
の
最
適
配
置

の
た
め
の
新
た
な
職
業
の
基
盤
情
報
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
研
究
―
企
業
・
個
人
ニ
ー
ズ
調

査
、
諸
外
国
の
シ
ス
テ
ム
、
翻
訳
実
験
版
の

開
発
、
他
』
、
『
組
織
の
診
断
と
活
性
化
の

た
め
の
基
盤
尺
度
の
研
究
開
発
―
Ｈ
Ｒ
Ｍ
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
開
発
と
利
用
・
活
用
』
等
。 

は
小
さ
く
標
準
偏
差（
Ｓ
Ｄ
）は
大
き
い
（
例

え
ば
、
達
成
は
統
計
的
に
は
有
意
な
差
が
あ

る
が
、
事
務
職
の
平
均
は
三
・
三
、
Ｓ
Ｄ
は

〇
・
七
九
、
専
門
職
の
平
均
は
三
・
七
、
Ｓ

Ｄ
は
〇
・
七
七
で
あ
る
）
。
こ
の
こ
と
は
、

同
じ
職
種
の
中
で
も
色
々
な
値
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
多
い
事
務

職
に
お
い
て
も
専
門
的
な
仕
事
を
す
れ
ば
、

や
り
が
い
が
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
は
低
く
な
る

と
い
う
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
全

体
と
し
て
は
年
齢
が
上
が
る
と
、
仕
事
は
や

り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な
り
、
ス
ト
レ
ス
は

低
減
し
て
い
く
。
歳
を
と
る
の
も
悪
い
こ
と

ば
か
り
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
職
種
の
人
に

と
っ
て
将
来
は
明
る
い
と
い
え
る
結
論
で
あ

る
。 
 


